
需給引き締まり観測で80ドル台に乗せる
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台まで値上がりし、4月30日以来の高値を更新する展開になった。

需給引き締まり観測が維持される中、押し目買い優勢の展開が続いている。石油輸出国機構（OPEC）

プラスの減産体制が維持される一方、季節的な需要拡大期待が強く、需給引き締まりから在庫減少が進

むとの見方が維持されている。また、中東情勢を取り巻く緊張感が改めて高まっていること、ロシア石

油関連施設がウクライナ軍のドローン攻撃を受けたことなどもポジティブ。80ドル台乗せ後に利食い売

りを入れる動きも鈍く、期近限月主導の上昇地合が維持された。

特段の新規売買材料は見当たらなかったが、需給ひっ迫見通しの織り込みが維持されている。6月2

日にOPECプラスが減産規模の段階的な縮小を決める前の値位置を上回っている。7～9月期に向けて、

季節的な需要拡大によって在庫取り崩しが進むとの見方が維持されている。OPECプラスの減産規模縮

小は10月以降であり、少なくとも短期需給は引き締まるとの見方が優勢になっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月14日時点）は、原油が前週255万バレル減、ガソ

リンが228万バレル減、石油精製品が173万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給引き締まり観測で、緩やかなペースのレンジ切り上げ
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【展望】

需給引き締まり観測を背景とした堅調地合が続く見通し。80

ドル台回復で短期的な目標達成感もあるが、マクロな需給

ひっ迫見通しの下値サポートが続こう。特に米原油、ガソリ

ン在庫の取り崩しが前週に続いて確認されると、押し目買い

優勢の地合が維持される可能性が高まる。あくまでも短期需

給ひっ迫見通しとあって期近限月主導の上昇圧力に留まるが、

80～85ドルをコアレンジに上値切り上げを打診する見通し。

前週に続いて大きなイベントは予定されていないが、需給引

き締まり観測に修正を迫るような動きの有無が焦点になる。

供給サイドに関しては大きな動きは想定しづらいため、需要

拡大見通しに修正を迫るような動きの有無が焦点になる。月

末に向けて各国の経済指標が景気減速懸念を著しく高めるよ

うな動きがみられると、80ドル割れに向けて調整売りが膨ら

みやすくなる。一方で、季節的な需要拡大見通しが修正され

ないとの評価になると、押し目買い優勢の展開が維持される。

ただし、現状ではあくまでも需給ひっ迫「見通し」であり、

実際の在庫取り崩しが本格化している訳ではない。このため、

前週に続いて原油・石油製品在庫の取り崩しがみられるかに

注目したい。季節的な在庫取り崩しの兆候が見られると、下

値が固まりやすくなる。

一方、中東ではイスラエルがガザ地区南部に対する戦車投入

など攻勢を強めている。ヒズボラ最高指導者は、イスラエル

北部への侵攻も辞さないとしており、本格的な軍事行動を展

開する可能性も高まっている。直ちに原油供給に影響が生じ

る見通しにはないが、原油市場でも中東情勢に対する関心が

改めて高まっているため、今後の展開には注意が求められる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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